
 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大分市全体 

総人口      ：474,804 人 

65 歳以上人口 ：134,937 人 

高齢化率：28.4％ 

大
在
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
介

護
保
険
の
手
続
き
、
介
護
予
防
事
業
、
高
齢

者
の
総
合
相
談
、
健
康
問
題
な
ど
の
様
々
な

相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
介
護
予
防
教

室
の
企
画
・
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

の
開
催
・
虐
待
事
例
な
ど
に
対
応
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
生
活
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

来
所
さ
れ
る
方
は
、
高
齢
者
ご
本
人
、
家

族
、
知
人
、
近
隣
者
、
自
治
委
員
・
民
生
委
員

な
ど
様
々
な
方
が
来
ら
れ
て
い
ま
す
。 

高
齢
者
の
事
や
介
護
の
事
で
お
困
り
の
こ

と
が
あ
れ
ば
、
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

広報紙 

令和６年１月発行 発行責任者：藤本 修士 

大在地区の人口と高齢化率 Ｒ5.11 月末 

今年も 

 頑張ります！ 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

旧
年
中
は
当
セ
ン
タ
ー
へ
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
ご

厚
情
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 今

年
は
大
災
害
の
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
始
ま
り
、
今

な
お
不
安
な
日
々
を
送
っ
て
い
る
被
災
さ
れ
た

方
々
の
日
常
を
思
う
と
い
た
た
ま
れ
な
い
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。
今
年
度
、
当
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
防
災
を
テ
ー
マ
に
ケ
ア
マ
ネ
研
修
会
や
地
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
を
行
っ
て
き
て
、
災
害
へ
の

備
え
の
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
認
識
し
た
矢
先

の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
本
当
に
他
人
ご
と
で
は
な

い
と
の
思
い
で
す
。
ま
た
、
昨
年
も
新
規
の
相
談

が
多
数
あ
り
、
多
く
の
方
々
と
初
め
て
接
す
る
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。
配
食
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の

相
談
。
認
知
症
に
つ
い
て
の
相
談
。
ガ
ン
末
期
で

の
在
宅
介
護
に
つ
い
て
の
相
談
。
骨
折
か
ら
の
退

院
後
に
つ
い
て
の
相
談
。
運
動
教
室
参
加
に
つ
い

て
の
相
談
等
々
。
今
年
も
当
セ
ン
タ
ー
に
て
関
わ

る
方
々
に
と
っ
て
、
少
し
で
も
良
い
一
年
に
な
り

ま
す
よ
う
お
手
伝
い
が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り

し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

セ
ン
タ
ー
長 

 
 

藤
本 

修
士 

新
年
の
ご
挨
拶 



地域の地図に危険な箇所を確認して

印を付けたり、避難経路を考えて 

線を引いたりしました 

防災について 

 

首相官邸ホームページより抜粋 

 

 令和５年１１月３０日大在公民館にて、虐待防止ネットワーク会議・地域ネットワーク会議を開催しました。「大在の災害を考える」 

をテーマに、防災士の狭間大典様を講師にお迎えして、自治委員さん・民生委員さん・行政関係者・ケアマネジャー等の皆さま方と、

災害図上訓練をおこないました。大在の中の地域を６つに分け、それぞれの地区のつくりを把握し、災害が起きたらどうなるかを仮定

して、話し合いを行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

 

☐ 水              ☐ 携帯ラジオ（手動充電式が便利）    □ ペン・ノート 

☐ 食品             ☐ 予備電池・携帯充電器         ☐ 歯ブラシ・歯磨き粉 

☐ 防災用ヘルメット・防災ずきん ☐ マッチ・ろうそく          

☐ 衣類・下着          ☐ 救急用品（絆創膏、消毒液、常備薬等） ☐ 石けん・ハンドソープ 

☐ レインウェア         ☐ 使い捨てカイロ            ☐ マスク 

☐ 紐なしのズック靴        ☐ ブランケット              ☐ 手指消毒用アルコール 

☐ 懐中電灯（手動充電式が便利） ☐ 洗面用具               ☐ ウェットティッシュ 

☐ 軍手             ☐ タオル                ☐ 体温計 

  ☐ 貴重品（通帳、現金、健康保険証、マイナンバーカード等） 

 

      ☐ 大人用紙パンツ  ☐ 介護食      ☐ 杖  ☐ 入れ歯・洗浄剤  ☐ 補聴器 

     ☐ 吸水パッド    ☐ お薬手帳のコピー ☐ デリケートゾーンの洗浄剤  ☐ 持病の薬 

                  

 

 

 

 

電気やガス、水道などのライフラインが止まった場合に備えて、普段から飲料水や保存の効く食料などを備蓄しておきましょう。 

防災のために特別なものを用意するのではなく、できるだけ普段の生活の中で利用されている食品等を備えるようにしましょう。 

 

感染症対策にも有効！ 

高齢者がいる家庭はこれも用意しておきましょう 

備蓄品 

おうちに備えておくもの 

☐ 食料や水（最低３日分！できれば１週間分）× 家族分 

 ☐ 生活用品（ティッシュ、トイレットペーパー、ラップ、ゴミ袋、携帯用トイレ等） 

災害の「備え」チェックリスト 

講師の狭間大典先生 


